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革命歌作詞家に究りかかられてすこしづつ液化してゆくピアノ

『水葬物語』

聖母像ばかりならべてある美術館の出口につづ-火薬庫ひる眠る水夫のために少年がそのま-らべにかざる花合歓五月祭の汗の青年　病むわれは火のごとき孤猫もちてへだたるカデンツァ

『装飾欒句』

水に卵うむ齢蟻よわれにまだ悪なさむための半生がある青年の辞に少女らまじりゆき烈風のなかの擬める梅子

あたら

暗渠の渦に確揉まれをり識らざれはつねに冷えびえと鮮しモスクワ

あかとき

枇杷の質と若者の腕こすれあふ電車疾走せり暁へ日本腕出したし　皇帝ペンギンも皇帝ペンギン飼育係りも

『日本人霊歌』

まはりつけ

月光の市電軋みて吊革に繭掌纏かれしわれの礫刑夜の紫陽花悪くしたたり孤猫なる二人むすばれて二人の孤猫はつなつのゆふべひたひを光らせて保険屋が速さ死を賞りにくる

いた

母国信せずこのスケートの青年ら香味縦横無蓋に傷め速さ一つの火災鎮めて今われにきたる狸狸緋の消防車ロミオ洋品店番服の青年像下半身無し***さらば青春

ゆる

燻製卵はるけさ火事の香にみちて母がわれ生みたること恕す人参噛みて子にふくまするうら若き母よそのわざはひ充つるロ

タロコヂイル

わが耳つまむごとくカップの耳もてる馨師とあり卿耕店(鰭)

『水銀倦説』



楽器店甲轟のごとセロ光りわがこころかすかに欲りす　失明

ま

雑食へはましてしのはゆ再だ要りあかあかと冬も半裸のピカソ

『緑色研究』

馬は睡りて亡命希ふことなきか憂さりわがだましひ浅海たり

ゆあみ

粥も沐浴も熱さを愛し七月のきみはわがわれはきみの刺客聾師は安楽死を語れども逆光の自輔車屋の宙吊りの自輔車五月来る梅子のかなた森閑と嬰児みなころされたるみどり土曜日の父よ枇杷食ひハルーン･アル･ラシツドのぞの滴るる口髭

いた

赤きアポロのしるしの下に若者は給油せり癒みもてそれを享-カフカ恵の無人郵便局灼けて頼信紙のうすみどりの格子

し

ライターもて紫陽花の屍に火を放つ一度も死んだことなききみらわかものの病む眼のなかのひるの星****Laclos.L'Zsle･Adam,Loujjs,Lan)fence

マツチ

ラ･マルセイエーズ心の国歌とし燐寸の横っ腹のかすりきずなまぐさきもの満ち百の花きざすあぢさゐの心電国を撮れ!

とは

固さカラーに擦れし咽喉輪のくれなゐのさらばとは永久に男のことば

『感幻柴』

おおはるかなる沖には雪のふるものを胡概こぼれしあかときの皿馬を洗はば馬のたましひ壇ゆるまで人懸はば人あやむるこころ

ほほゑみに倖てはるかなれ霜月の火事のなかなるピアノ一重

はうい雪やう

青春は一瞬にして髭けむるくちびるの端の薗香のouiJ雁かへる検眼表にかたかなの邦文かすめりケシチリハツレ
にんばふしゆくりうへんいばつたうかすみぎ

忍法夙流菱移抜刀霞斬り　眼疾のはてにわが死はあらむ

たさかまつげ

いたみもて世界の外に偉つわれと紅き逆隣毛の蔓珠沙華

しっぷうひとりみ

轄粟に疾風しかも死ぬまで猫身のシャーロック･ホームズを朋とし

『星餐固』

またの世のわれはマフィアに身をゆだね萩の上月のひかり澱む

『青さ菊の主題』

青さ菊の主題をおきて待つわれにかへり乗よ海の底まで秋

りんね

自輔車の車輪輪廻のはつなつをみづみづしでもどりの妹

『されど遊星』

ヽ(ノ

青天の青昏みつつジュリア-ノ･ジェンマが滅多段ちのふともも栃けむるやよひきさらぎさしぐみてわれ恩はざるゆゑにわれあり不惑とてなに感はざるひるがほのゆふべ咲きのこれる一つ梶豪雨来るはじめ百櫨はるかなるわかもののかしはでのごとしも

『閑雅空間』

たま

ふるさとは杉鍼砲の弾丸かをりわれも死者いきしちにひみりゐあうたこノ

桜桃は雨にさやげり初態にきずつかざりし父はわが王

まはじ

蹴球の男轄粟の貰刻刻に跡ねて弾けて裂けて散るかも
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カLL]すむぎ

燕要一ヘクタール　火星にもひとりのわれの坐する土あれ

せいたかこんがら

サッカーの制昨週童子火のにほひ玲鵜羅童子雪のかをりよ土曜日の深夜すさまじカナリアも百合もわが仇轍も眠らず等身の一樹の椿咲きみてりいま凶報のほかなに得たむヒトラーを憶ふためらひ何あらむ冬の橋むらさきにかかれる山櫻喚くも咲かずも言葉こそ死を告ぐる暗みづみづしけれ
しうふうあめつら

秋風に思ひ屈することあれど天なるや若き麒麟の両天正十年六月二日けぶれるは信長が替額色のくるぶし

がたぴら

極適と呼ぶ華麗なる悪名にわれははるけし睦子の辻マラソンのあかがねの腿しろがねの肘緋に降る難のかなた峨峨たり｢懸｣の二十三劃臓月の一夜シルレリアンの友来て杉の相星を放てり人にあるわれやこの世に何を放たむ

めわらは

休日の杉伐採夫ゆふまぐれしらたまの女の童ささげて
きんかふ

琴歌語の伊勢の和歌よよよよと蕃夜酎輔を抜かるるわれに

はくろ

母を逸り恭しか白露の騎頭に｢手釣無用｣の函ころがるは

をさよりセンヂ

一瞬の春なりければわれは食す針魚十三糎のいのち

『天嬰の書』

蕗むきつつおもふべきことならざれど馬の赤血球七百萬轄生の一度は雨の白牡丹切って立つわかきすめらみことひとりむすめあらはいまごろそむかれゐむころかくらぐらと冬の赤富士

『歌人』

壮年のあとかたもなき夜のリラ何に執して死なざりけるか

うつぎだけ

だましひの聾にしたがふわが生のなかばうすあかねの室木岳｢騎羅｣｢風伯｣などと改元さるる日を想ふそびらを吹く青嵐
蛇口とふ凶器したたりゐるところ浴室に妹をちかづくるな

ほるはやて

春疾風高速通路入口の門番にうつ-しき娘あれ鵬緋とはかぎらざれども鮮紅の夕味ののちに何かがおごる

しはぶ

連覿邁題蓮覿さむし亡き友がこのあかときを咳きやまぬ家庭と庭の結界に咲く銀木犀わが晩年をここより見む青嵐杉の花の香とこしへに酒断つなかれ佐佐木幸獅婿を週へて父がはなやぐむらさきの難まで晴れわたりたれいかなる不辞事をたまはるか秋やけさカンガルー便護止と届く冬のあぢさゐさゐさゐさやぎつつあるを後天性免疫不全症候騨無用ノ助の右眼が見つつある桐の花今なにを悲しまざらむ

『詩歌嬰』『不嬰律』

『豹変』
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駈落ちてふ言葉ありける落つるほどの高みに感をそだてゐたるか
キヤヴイア

鱒卵腐ればバケツに捨ててわが家にも和聖羅馬帝国がある

｣小ケツト

死のかたちさまざまなればわれならば櫻桃を表裏に満たしめて枯山水の室さやさやとそのかみのわれにから-れなゐの批年

こわだかをとめ

廃品回収車を聾高に呼ぶ魔女きみをみすててゆくはずがない龍謄のしたたるばかり夜はふけて銀河鍛邁脱線事故

ザボン

人生いかに生-べからざるかを憶ひ朱欒を眺めゐたる二時問われ死して三世紀後の獣園に象は-れなゐ蠍はみどり

さ

風邪熱のその冷めざはの讃鶉と生きてゐるうちに死んでおかう

『波瀾』
『黄金律』

百年後のわれはそよかぜ地球儀の南極に風邪の息吹きかけてなまぬるさ平安の町田蝿叩く一刹那｢必殺｣とつぶやき父の日の室の錫色父にしろ望んで生れて来たのではない

かん

戦争の入りこむ舘地は百合の木とわれの間二十米にもある

かうおん

ほととぎす高音もややかすれつつ武子内親王八百飾歳間軟的鴎外熱の気配ありキャンパスのヰタ･セクスアリスちゃん七彩の巷の夏に人間てふ家畜のためのハンバーガーショップ

ザボン

命を落す?すぐに輪ははきさらぎの朱欒のごとく香りたつべし

みどりご

すゑのすゑすゑなるキオスクに嬰児の甘露煮をならべよ

歌の表記･ふり仮名は歌集に準拠しています｡

塚本邦雄の教え子､近畿大学のゼミ生たちの多-

と短歌を書きはじめ､しかもその年齢からは考えら

いわだれ

しい話だ｡ゼミ生日- ､歌会のとき､先生が誰より

ぽんハイになってる-- ｡決して自分を雲の高みにお

うな優れた作品を発表するのを､前から不思議に思ってい

いてしまわないこ

の姿勢に､塚本の短歌にかける情熱をあら

い-ら最高の講義を受けたところで､講義だけで歌はうま-なるものだろうかと｡先日､ゼミ生の一人から事情を聞き､ちょっと納得することができた｡実は､実習としてしばしば歌会があり､無記名互選で進行されるその歌会に､塚本自身もメンバーの一人として参加するらしい｡学生にとっては何

ためて見る思いがした｡今回の百首選に挑んでいる最中にこの話を聞いてしまったせいか､僕の選歌も､超秀歌を中心に､成熟より若さが基準になったようだ｡最新歌集を除いた二十冊の序数歌集を選歌の対象とした｡

れいろう

荻原裕幸(おぎはら･ひろゆき　｢玲輔｣会員)
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